
次
号
は
２
月
１１
日
（土
曜
）に
発
行
し
ま
す

                     

                     

                     

来
月
２０
日
ま
で
参
加
者
募
集
中 〝地

域
の
安
心
・安
全
〟に
協
力

守
山
警
察
署
が
感
謝
状
贈
呈
式

「守
山
サ
ー
ク
ル
」バ
ス
ツ
ア
ー
大
盛
況

次
は
３
月
２０
日
「第
３
回
ケ
ー
キ
教
室
」

区役所講堂など区内６会場で成人式

                     

                     

                     

                     

                     

                     

ス
タ
ー
・ウ
ォ
ー
ズ
展
未
来
へ
つ
づ
く
、創
造
の
ビ
ジ
ョ
ン
。

も
り
や
ま
魅
惑

の
コ
ン
サ
ー
ト

白
樺
八
�
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ

                     

                     

                     

                     

　
▽
ペ
ン
ネ
ー
ム
「
あ
ゆ
ど

ん
」
さ
ん
の
投
稿
写
真
㊤

　
瀬
戸
市
の
道
の
駅
で
買
っ

た
サ
ト
イ
モ
。
（
即
日
食
べ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
）
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
来
て
く

れ
た
？

◇
　
　
　
◇

　
▽
ペ
ン
ネ
ー
ム
「
ｄ
ａ
ｋ

ｕ
ｓ
ｕ
４
」
さ
ん
の
投
稿
写

真
㊦

　
久
し
ぶ
り
に
名
古
屋
港
水

族
館
へ
―
。
白
イ
ル
カ
が
愛

想
よ
く
出
迎
え
て
く
れ
ま
し

た
。

　

本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
あ
な

た
が
日
常
生
活
で
と
ら
え
た

〝
身
近
な
ス
ク
ー
プ
〟
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
は
郵
送
、
ま
た
は
メ

ー
ル
で
。
郵
送
の
場
合
は
写

真
ほ
か
、
別
紙
に
①
住
所
②

氏
名
（
匿
名
希
望
の
方
は
ペ

ン
ネ
ー
ム
も
）
③
電
話
番
号

④
写
真
の
説
明
や
コ
メ
ン
ト

な
ど
を
明
記
し
て
、
〒
４
６

３
―
０
０
０
７
、
松
坂
町
三

五
二
、
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー

ス
「
紙
上
写
真
展
」
係
へ
。

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名

に
「
紙
上
写
真
展
」
、
本
文

に
①
か
ら
④
、
写
真
デ
ー
タ

を
添
付
し
て
＝
ｍ―
ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ

ｅ
ｗ
ｓ
＠
ｄ
ｕ―
ｎ
ｅｔ．
ｎ
ｅ．ｊ
ｐ

＝

へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
た
写
真
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

た
だ
し
、
内
容
や
画
質
に
よ

っ
て
は
掲
載
で
き
な
い
場
合

も
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
本
紙
は
、
恒
例
「
ピ
ッ
カ

ピ
カ
の
１
年
生
・
紙
面
大
集

合
」
を
三
月
十
一
日
号
で
行

い
ま
す
。
今
春
、
小
学
校
へ

入
学
す
る
お
子
さ

ん
の
〝
紙
上
参

加
〟
に
奮
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

　
【
応
募
方
法
】
①
新
入
学

児
の
氏
名
、
性
別
②
住
所
、

電
話
番
号
③
保
護
者
の
氏
名

④
入
学
校
名
⑤
卒
園
す
る
幼

稚
園
・
保
育
園
名
⑥
将
来
、

何
に
な
り
た
い
か
⑦
お
近
く

の
中
日
新
聞
販
売
店
名
を
別

紙
に
明
記
の
上
（
掲
載
す
る

項
目
は
①
④
⑤
⑥
で
す
）
、

本
人
一
人
の
写
真
を
同
封
し

て
二
月
二
十
日
（
月
）
ま
で

に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
【
宛
先
】
〒
４
６
３
―
０

０
０
７
、
松
坂
町
三
五
二
、

守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
「
１

年
生
」
係

　
規
定
人
数
を
超

え
た
場
合
は
先
着

順
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
紹
介
し
た

方
に
は
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
写
真
は
返
却
い

た
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

一生の思い出に…励ましやお祝いの言葉が贈られた

〝はたちの誓い〟の後、キ
ャンドルに火がともされた

新成人代表へ各学区の区政協力委員長から花束を

長
谷
川
さ
ん
㊥
と
安
達
さ
ん
㊨
に
県

警
本
部
長
感
謝
状
が
伝
達
さ
れ
た

「
ど
れ
に
し
よ
う
」
目
移
り
も
楽

し
み
の
一
つ
に
な
っ
た
市
場
巡
り

Ⓒ＆ ＴＭＬｕｃａｓｆｉｌｍＬｔｄ．

　
「
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
展
　

未
来
へ
つ
づ
く
、
創
造
の
ビ
ジ

ョ
ン
。
」
（
中
日
新
聞
社
な
ど

主
催
）
が
二
月
十
六
日
（
木
）

か
ら
四
月
九
日
（
日
）
ま
で
、

名
古
屋
城
＝
中
区
本
丸
一
＝

大
天
守
閣
で
開
か
れ
る
。

　
日
本
の
〝
武
士
道
〟
の
影

響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
と

い
わ
れ
る
映
画
「
ス
タ
ー
・

ウ
ォ
ー
ズ
」
。
こ
の
有
名
な

映
画
シ
リ
ー
ズ
を
テ
ー
マ

に
、
武
士
道
の
シ
ン
ボ
ル
と

も
い
え
る
日
本
の
城
で
催
す

大
規
模
展
覧
会
。

　
ジ
ョ
ー
ジ
・
ル
ー
カ
ス
氏

が
世
界
中
か
ら
よ
り
す
ぐ
っ
た

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
作
品

や
、
映
画
製
作
で
使
用
さ
れ
た

コ
ン
セ
プ
ト
ア
ー
ト
、
衣
装
、

小
道
具
な
ど
約
百
五
十
点
を
展

示
。多
彩
な
映
像
も
あ
り
、同
映

画
の
世
界
観
を
体
感
で
き
る
。

　
午
前
九
時
―
午
後
四
時
半

（
入
場
は
午
後
四
時
ま
で
）
、

会
期
中
無
休
。
前
売
り
券
は
一

般
千
六
百
円
（
当
日
千
八
百

円
）
、
小
中
学
生
五
百
円
（
同

七
百
円
）、い
ず
れ
も
名
古
屋
城

の
入
場
料
含
む
。
未
就
学
児
無

料
。
最
寄
り
の
中
日
新
聞
販
売

店
ほ
か
で
取
り
扱
っ
て
い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
中
日
新
聞
社

社
会
事
業
部
＝
☎
（
２
２
１
）

０
９
５
５
＝
へ
。

白
樺
さ
ん
㊧
を
は
じ
め
出
演
者
ら

　
読
者
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
地

域
の
交
流
を
図
る
な
ど
、
区
内

中
日
新
聞
販
売
店
で
つ
く
る

「
守
山
サ
ー
ク
ル
」
企
画
・
年

末
恒
例
の
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

が
先
月
十
八
日
に
行
わ
れ
、
約

七
十
人
が
富
山
県
内
で
の
買
い

物
や
食
事
を
楽
し
ん
だ
。

　
同
サ
ー
ク
ル
が
旅
行
会
社
と

協
力
し
、
「
新
湊
き
っ
と
き
と

市
場
と
氷
見
番
屋
街
で
お
買
い

物
」
の
名
称
で
催
し
た
も
の
。

折
り
込
み
チ
ラ
シ
ほ
か
を
見
て

申
し
込
ん
だ
参
加
者
ら
が
複
数

の
臨
時
乗
車
場
に
そ
れ
ぞ
れ
集

ま
り
、
バ
ス
二
台
で
目
的
地
へ

と
向
か
っ
た
。

　
水
産
業
者
な
ど
が
並
ぶ
市
場

巡
り
で
は
、
干
物
を
は
じ
め
新

鮮
な
海
産
物
を
買
い
求
め
、
た

く
さ
ん
の
袋
を
提
げ
る
姿

が
。
ま
た
百
年
以
上
続
く
老

舗
で
の
昼
食
も
あ
り
、
名
産

「
ま
す
の
す
し
」
や
鍋
と
い

っ
た
料
理
に
舌
鼓
を
打
っ

た
。

◇
　
　
　
　
◇

　
同
サ
ー
ク
ル
は
次
の
催
し

と
し
て
「
第
３
回
ケ
ー
キ
教

室
」
を
三
月
二
十
日
（
月
・

祝
）
に
開
く
。
申
し
込
み
方

法
な
ど
詳
細
は
本
紙
二
月
二

十
五
日
号
で
紹
介
し
ま
す
。

　
守
山
警
察
署
に
よ
る
「
感
謝

状
贈
呈
式
」
が
六
日
、
尾
張
旭

市
文
化
会
館
あ
さ
ひ
の
ホ
ー
ル

＝
同
市
東
大
道
町
山
の
内
＝
で

開
催
さ
れ
、
受
賞
者
や
公
職
者

ら
が
出
席
し
た
。

　
防
犯
・
交
通
安
全
と
い
っ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
は
じ
め

〝
地
域
の
安
心
・
安
全
〟
に
つ

な
が
る
協
力
や
貢
献
に
対
し
、

同
署
が
毎
年
こ
の
時
期
行
っ
て

い
る
も
の
。

　
こ
と
し
は
守
山
旭
防
犯
連
合

会
地
域
理
事
の
長
谷
川
弘
さ
ん

�
�
と
、
守
山
旭
少
年
補
導
委

員
会
副
会
長
の
安
達
豊
子
さ
ん

�
�
へ
警
察
本
部
長
感
謝
状
を

伝
達
。
個
人
二
十
三
人
、
八
十

の
団
体
に
署
長
感
謝
状
を
贈
っ

た
。

　
大
矢
和
隆
署
長

は
「
犯
罪
や
交
通

事
故
の
抑
止
に
は

皆
さ
ん
の
協
力
が

必
要
と
実
感
し
て

い
る
」
と
あ
い
さ

つ
。
ま
た
、
柴
田

久
司
守
山
区
長
が

「
安
心
、
安
全
で

快
適
な
ま
ち
づ
く

り
を
さ
ら
に
進
め

て
い
き
た
い
」
な

ど
と
祝
辞
を
述
べ

た
。

　
守
山
区
成
人
式
（
各
学
区

区
政
協
力
委
員
会
、
区
役
所

主
催
）
が
「
成
人
の
日
」
の

九
日
、
大
森
中
学
校
・
森
孝

中
学
校
・
区
役
所
・
守
山
中

学
校
・
守
山
西
中
学
校
・
志

段
味
地
区
会
館
の
六
会
場
で

開
か
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し

で
新
し
い
大
人
の
仲
間
入
り

を
祝
っ
た
。

　
区
内
の
新
成
人
は
男
性
七
百

六
十
八
人
、
女
性
七
百
七
十
六

人
の
計
千
五
百
四
十
四
人
。
一

昨
年
は
千
六
百
四
十
六
人
、
昨

年
は
千
五
百
三
十
人
で
、
全
国

的
に
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

増
減
を
繰
り
返
し
な
が
ら
ほ
ぼ

横
ば
い
の
状
態
。

　
学
区
別
で
は
瀬
古
学
区
が
一

番
多
く
百
三
十
三
人
。
次
い
で

苗
代
学
区
（
百
三
十
一
人
）
、

廿
軒
家
学
区
（
百
十
九
人
）
の

順
（
た
だ
し
、
守
山
自
衛
隊
の

人
数
を
含
め
な
い
場
合
）
。
ま

た
少
な
い
の
は
本
地
丘
学
区

（
十
七
人
）
、
下
志
段
味
学
区

（
三
十
一
人
）
、
志
段
味
西
学

区
（
四
十
七
人
）
だ
っ
た
。

◇
　
　
　
◇

　
最
も
多
く
の
新
成
人
が
集
ま

っ
た
区
役
所
＝
小
幡
一
＝
講
堂

に
は
小
幡
・
苗
代
・
小
幡
北
・

白
沢
学
区
か
ら
約
三
百
人
が
出

席
。
ス
ー
ツ
や
振
り
袖
姿
で

「
あ
ー
」
「
元
気
だ
っ
た
？
」

な
ど
懐
か
し
い
友
達
と
の
再
会

に
大
き
な
声
を
上
げ
、
ス
マ
ホ

を
使
っ
て
記
念
撮
影
す
る
光
景

が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
た
。

　
式
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し

て
苗
代
学
区
区
政
協
力
委
員
長

の
山
田
直
樹
さ
ん
が
「
こ
れ
か

ら
は
支
え
る
側
と
し
て
、
地
域

社
会
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加

し
て
ほ
し
い
」
と
励
ま
し
の
言

葉
を
。
柴
田
久
司
区
長
は
「
こ

の
日
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
、
地

域
の
方
々
の
見
守
り
の
お
か

げ
」と
い
っ
た
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
ま
た
、
新
成
人
代
表
が
〝
は

た
ち
の
誓
い
〟
を
宣
言
し
て
壇

上
の
キ
ャ
ン
ド
ル
に
火
を
と
も

し
た
ほ
か
、
「
自
ら
考
え
、
自

ら
判
断
し
、
行
動
す
る
こ
と
が

必
要
に
な
る
」
や
「
こ
れ
か
ら

多
く
の
経
験
を
積
み
、
知
識
や

技
術
を
学
ん
で
い
き
た
い
」
と

抱
負
を
語
っ
た
。

◇
　
　
　
　
◇

　
「
も
り
や
ま
魅
惑
の
コ
ン
サ

し
ら
か
ば

や

お

ー
ト
～
白
樺
八
�
ド
ラ
マ
テ
ィ

ッ
ク
ラ
イ
ブ
～
」
が
二
月
二
十

五
日
（
土
）
、
守
山
文
化
小
劇

場
＝
小
幡
南
一
＝
で
開
か
れ

る
。
午
後
二
時
開
演
、
同
一
時

半
開
場
。

　
同
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
愛
知
県

を
中
心
に
活
躍
す
る
音
楽
家
の

中
か
ら
〝
心
に
響
く
音
色
や
歌

声
〟
〝
軽
妙
な
ト
ー
ク
〟
な
ど

で
評
判
の
高
い
人
を
紹
介
し
、

魅
力
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と

す
る
シ
リ
ー
ズ
の
第
三
弾
。

　
白
樺
さ
ん
は
区
内
在
住
で
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
作
品
を
は
じ
め

多
く
の
舞
台
に
出
演
。
ソ
ロ
コ

ン
サ
ー
ト
を
き
っ

か
け
に
始
め
た
歌

手
活
動
ほ
か
、
作

詞
や
エ
ッ
セ
ー
、

脚
本
な
ど
執
筆
で

も
活
躍
。
声
と
言

葉
を
磨
い
て
自
己

を
開
花
さ
せ
る

「
こ
と
ば
の
ま
な

び
や
」
を
主
宰
し

て
い
る
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
第
一
部
が

「
卒
業
写
真
」
「
ラ
ス
ト
ダ
ン

ス
は
私
と
」
ほ
か
。
ま
た
第
二

部
で
は
、
自
ら
作
詞
し
た
曲
を

中
心
に
披
露
。
菅
原
拓
馬
さ
ん

（
ピ
ア
ノ
）
や
伊
藤
玉
木
さ
ん

（
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
）
ら
と
と
も

に
〝
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ

ブ
〟
を
繰
り
広
げ
る
。

　
チ
ケ
ッ
ト
（
全
自
由
席
）
は

千
百
円
。
三
歳
以
下
は
入
場
不

可
。
問
い
合
わ
せ
は
守
山
文
化

小
劇
場
＝
☎
（
７
９
６
）
１
８

２
１
＝
へ
。

◇
　
　
　
　
◇

　
「
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
展
」

五
組
十
人
、
「
も
り
や
ま
魅
惑

の
コ
ン
サ
ー
ト
」
三
組
六
人
、

そ
れ
ぞ
れ
の
招
待
券
を
本
紙
読

者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
お
近

く
の
中
日
新
聞
販
売
店
名
を
明

記
し
て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０

７
、
松
坂
町
三
五
二
、
守
山
ホ

ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
「
ス
タ
ー
・
ウ

ォ
ー
ズ
展
」
ま
た
は
「
魅
惑
の

コ
ン
サ
ー
ト
」
ど
ち
ら
か
希
望

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
へ
。

　
締
め
切
り
は
二
月
一
日

（
水
）
必
着
。
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
。
チ
ケ
ッ
ト
の
発
送

を
も
っ
て
発
表
に
代
え
ま
す
。

〔１〕 ２０１７年（平成２９年）１月２８日（土曜日） 第２・第４土曜日発行 第６８７号

                     

                     

                                                                                                         

                     


